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新年のごあいさつ

安
全
安
心
な
ま
ち

新
た
な
勝
山
市
の
実
現
へ

き
続
き
感
染
症
対
策
の
徹
底
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
4
月
か
ら
は
、
勝

山
市
の
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
第
6

次
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を
第

一
と
し
、
現
在
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
合
わ
せ
た
新
し
い
勝
山
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
教
育

委
員
会
部
局
か
ら
市
長
部
局
へ
社
会

教
育
、
社
会
体
育
、
文
化
行
政
、
文

化
財
保
全
保
護
、
図
書
館
な
ど
を
移

管
・
委
任
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区

公
民
館
を
廃
止
し
、
各
地
区
に
ま
ち

づ
く
り
会
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
各
地
区
の
地
域
自

治
や
地
域
福
祉
活
動
の
場
と
し
て
位

置
づ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
間
近
に
迫
っ
た
北
陸
新
幹

線
福
井
駅
開
業
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
県
内
全
線
開
通
、
恐
竜
博
物
館

の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
に
合
わ

せ
て
、
4
月
か
ら
本
格
的
に
着
手
す

る
長
尾
山
総
合
公
園
の
再
整
備
事
業

や
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
エ
リ
ア
の
強

化
な
ど
、
民
間
資
本
に
よ
る
観
光
振

興
・
産
業
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
内
に
点
在
す
る
観
光
施
設
を
活

か
し
た
滞
在
型
観
光
の
推
進
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
夢
の
あ
る
地
域
振
興
、
文
化
、

観
光
産
業
な
ど
新
た
な
展
開
を
図
り

な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま

ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
令
和
4
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
に

て
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
年
に
わ
た
り
全
世
界
で
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
新

し
い
生
活
様
式
の
実
践
に
よ
り
、
市

内
で
は
、
大
規
模
な
感
染
拡
大
に
至

ら
ず
、
少
し
づ
つ
行
動
制
限
が
緩
和

さ
れ
て
い
ま
す
。
勝
山
市
医
師
会
や

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
に
入
り
新

た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
者
が
全
国

的
に
増
加
し
、
県
内
で
も
感
染
事
例

が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
い
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
機
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引

勝山市長
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問環境政策課（市役所1階）　☎88 ｰ 8104
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廃棄物運輸

家庭その他産業（千 t-CO2）

勝山市の温室効果ガス排出量の推移
（環境省　自治体排出量カルテより作成）

家庭でもできる
ゼロカーボンシティへの取組

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
む
け
て

　
勝
山
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
、
安
全

安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な

自
然
環
境
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
的
に
、資
源
循
環
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
な
ど
地
球
環
境
へ
の
貢
献

に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
て
「
勝
山
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
戦
略
」
を
策
定
し
て
い
く
な
か
で
、

「
ご
み
の
減
量
化
」、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
、
新
た
な
利
用
方
法
の
研
究

と
実
践
」
な
ど
様
々
な
取
組
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

勝山市はゼロカーボンシティ
をめざします
勝山市はゼロカーボンシティ
をめざします ゼロカーボンシティとは、2050年にCO2

（二酸化炭素）排出量を実質ゼロにすること
に取り組むことを表明した地方自治体のこ
とです。

節電・節水

光熱水費の節約・
火災等の事故予防

省エネ家電
への買い替え

省エネで温室効果
ガス排出量削減

宅配サービスを
１回で受け取る

受取時間の指定で
待ち時間を有効活用

スマートムーブ

自動車運転時のふ
ん わ り ア ク セ ル、
ア イ ド リ ン グ ス
トップの実践

食べきれる量
だけを料理

家庭での食事の
食品ロスを削減

ごみの分別

家庭ごみの減量、
リサイクルの推進

勝山市「ゼロカーボンシティ」宣言
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新型コロナワクチン追加接種
（３回目接種）に関するお知らせ

　新型コロナウイルスワクチンの2回接種を完了されている18 歳以上の市民を対象に、新型コロナウイル
スワクチン追加接種（3回目接種）を実施します。

対象者および接種回数
接種日時点で18歳以上の市民で、２回目の接種完了から原則8か月以上の間隔をおいて1回接種
ただし、65歳以上の市民は、2回目の接種完了から7か月以上の間隔をおいて1回接種

接種券の発送
2回目の接種完了日順に、1月7日㈮から毎週金曜日ごとに順次接種券を発送します。

予約方法
接種券が届いた方は、電話およびL

ラ イ ン
INEで、追加接種（3回目）の予約ができます。

電　話 L
ラ イ ン
I N E

☎ 0779-64-5543（7回線）
☎ 080-1032-2606
☎ 080-1038-1498
☎ 080-1359-6460
☎ 080-2125-3869
☎ 080-8854-0468

受付時間
月曜日から金曜日：午前9時～午後5時
土曜日：午前9時～正午
※日曜日、祝日は電話受付は行いません

ID：＠katsuyamacity

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウントを友だちに追加

QRコードを読み込むかIDで検索してください

受付時間
受け付けは24時間予約が可能です。

予約は全てコールセンターで行います。市内医療機関や福祉健康センター「すこやか」の窓口では、予約の
受け付けを行いません。

接種場所

市内医療機関での個別接種 集 団 接 種

木下医院、クリニカ・デ・ふかや、たけとう病院、
福井勝山総合病院、芳野医院、わかばやしこども
内科クリニック、勝山オレンジクリニック
2月1日㈫から随時開始します。

勝山市体育館「ジオアリーナ」
2月27日㈰、3月6日㈰に実施します。
※ 今回は集団接種の会場が、福祉健康センター「す

こやか」から「ジオアリーナ」に変更になります

使用するワクチンの種類
メッセンジャー RNAワクチン（ファイザー社ワクチンまたは武田/モデルナ社ワクチン）。
今回の接種では、1、2回目と違うワクチンを接種する交互接種が可能となっており、供給状況によりワク
チンの選択はできません。なお、集団接種については、武田/モデルナ社ワクチンを使用します。

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543
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新型コロナワクチン接種証明書アプリをインストール

　新型コロナワクチンを接種済みの方が、海外渡航先へ入国する際または、日本への入国・帰国後に待機
期間の緩和措置を受ける場合や、日本国内において行動制限の緩和等の措置を受ける場合などに活用でき
る新型コロナワクチン接種証明書をスマートフォンアプリで発行することができます。

接種証明書の発行に必要なもの
・スマートフォン
・マイナンバーカードと暗証番号4桁※

・（海外用のみ）パスポート
※ 暗証番号とは、マイナンバーカードを
市町村の窓口で受け取った際に設定した、
4桁の数字（券面事項入力補助用の数字）です。

ワクチン接種証明書をスマホアプリで発行できます

無症状の方でも無料でPCR等検査が受けられます

　年末年始に県外に帰省した方、県内で県外から帰省した家族や友人と会食等をした方など、新型コロナ
ウイルスへの感染を不安に感じる方が増えることが予想されることから、福井県では感染を不安に感じる
無症状の県民を対象にPCR等検査を無料で実施しています。

対象者
感染不安を感じる無症状の福井県民
※ワクチン接種の有無は問いません

実施期間
令和4年1月31日㈪まで

市内の実施場所（検査の種類）
たけとう病院（抗原定性 ※要予約）、芳野医院（PCR）、木下医院（PCR、抗原定性 ※要予約）

App Store 
(iOS)

Google Play 
(Android)

アプリの詳細
はこちら

当事業の詳細
はこちら

実施場所一覧
はこちら

問ＰＣＲ等検査無料化事業運営事務局／コールセンター　☎0776 ｰ 53 ｰ 5845

若 者 世 代 に 感 染 が 拡 大
早 め の ワ ク チ ン 接 種 を

・「おはなしはマスク」の徹底 　・感染拡大地域との往来は慎重に
・会食時の感染対策を再徹底 　・感染を不安に感じる場合は無料検査を活用
・早めのワクチン接種を

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大注意報」を発令して
います。（1月11日現在）全国的に若者世代への感染が拡大しており、ワクチン接種の検討、「マスクの
着用」「人との距離は1m以上」「こまめな手洗い・手指消毒」など感染対策の再確認をお願いします。
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組
織
の
ス
リ
ム
化

18
課
→
12
課
へ

　

人
口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
18
課
あ
っ
た
部
門
を
整

理
・
統
合
し
、
業
務
を
一
元
的
に
所
管
あ

る
い
は
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
12
課

に
統
合
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
縦
割
り

行
政
の
弊
害
を
な
く
し
、
1
つ
の
所
属
に

お
い
て
幅
広
い
行
政
事
務
を
展
開
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
の
一
部
を

市
長
部
局
へ

　
教
育
委
員
会
（
教
育
会
館
）
で
行
っ
て

い
た
事
務
を
市
長
部
局
（
本
庁
舎
）
に
移

す（
移
管
ま
た
は
委
任
）予
定
で
す
。

▼
主
な
移
管
・
委
任
事
務

　
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
こ
と
、
文
化
振
興
に
関
す
る
こ

と
、
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
、
図

書
館

※
教
育
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
学
校
教

育
事
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

公
民
館
は
廃
止

「
ま
ち
づ
く
り
会
館
」へ

　

教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
へ
の
事

務
の
移
管
に
伴
い
、
社
会
教
育
施
設
だ
っ

た
公
民
館
は
廃
止
し
、
幅
広
い
住
民
活
動

の
拠
点
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
会
館
（
仮

称
）」を
新
設
し
ま
す
。

広
報
か
つ
や
ま
2
月
号
で
は
、
各
課
の
役

割
、
3
月
号
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
会
館

（
仮
称
）」の
詳
細
を
ご
紹
介
し
ま
す

令和4年4月
新体制

スタート

　社会教育、スポーツ、文化振興、
文化財の事務を市長部局で一体
的に行い、市民の皆さまが活躍
しやすいよう、これまで以上に
支援を充実させていきます。

安
全
安
心
な
ま
ち
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

安
全
安
心
な
ま
ち
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
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市民活動・文化の促進
未来創造課
　現在の未来創造課の機能に、社会教育を加えることで、男女共同
参画、人権とともに市全体で取り組みます。さらに、文化行政も加え、
音楽や芸術活動と市民活動を一体的に取り組みます。

市長部局に新たに加わる業務▶史蹟・文化課が担う『文化の振興』
   　　　  生涯学習・スポーツ課が担う『社会教育、図書館の機能』

地域主体のコミュニティ活動を推進
総務課
　現在の総務課および監理・防災の機能に、新たに各地区に設置す
る「まちづくり会館」の機能を加えることで、地域自治や地域福祉活
動を推進していきます。

市長部局に新たに加わる業務▶新設する「まちづくり会館の機能」
※生涯学習・スポーツ課が担う公民館機能は廃止します

歴史遺産などを観光に活かす
商工文化課
　現在の商工観光・ふるさと創生課の機能に、文化財の保全保護を加
えることで、ジオパークや文化財などの歴史遺産を観光に活かします。

市長部局に新たに加わる業務▶史蹟・文化課が担う『文化財の保護』

スポーツを健康増進に
健康体育課
　現在の健康長寿課の機能に、スポーツ振興を加えることで、市民の
健康増進やフレイル予防を一体的に進めます。

市長部局に新たに加わる業務▶生涯学習・スポーツ課が担う『スポーツの振興』

一体的に幅広く取り組む主な業務
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期待膨らむ観光推進期待膨らむ観光推進（今後の主な予定）（今後の主な予定）
勝山市内およびその周辺では、恐竜王国福井県の唯一無二の目的地を目指した整備や高速交通体
系の整備などが予定されており、今後の観光推進に大きな期待が寄せられています。

今
後
を
見
据
え
、
新
た
に
取
り
組
む

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

特
　
集

令和５年夏
福井県立恐竜博物館リニューアル
　「オールシーズン体験可能な博物館にフルモ
デルチェンジ」をコンセプトに恐竜博物館の機
能強化を実施
　大型映像を備えた特別展示室や１年通して恐
竜研究体験が可能なスペースなどを整備予定

　
現
在
、
全
国
各
地
で
注
目
を
集
め
る
新

た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
仕
事
（
ワ
ー

ク
）と
休
暇（
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど

に
よ
る
新
し
い
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
が
広

ま
る
中
、
普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

企
業
側
や
従
業
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
受
け
入
れ
側
と
な
る
地
域
に

も
交
流
・
関
係
人
口

の
増
加
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
推
進
が
期
待
さ
れ
る
勝
山

市（
下
記
参
照
）で
も
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」に
取
り
組
む
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
市
の
支
援（
＊
）を

受
け
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

む
宿
泊
施
設「
横
倉
鉱
泉
」と「
あ
ま
ご
の

宿
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
可
能
性
に
つ

い
て
探
り
ま
す
。

　

横
倉
鉱
泉
で
は
、「
暮
す
よ
う
に
旅
す

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
し
な
が

ら
、
観
光
施
設

は
も
と
よ
り
勝

山
の
歴
史
や

人
々
の
暮
ら
し

に
直
接
触
れ
て

体
験
す
る
旅
の

滞
在
拠
点
と
し

て
、
ワ
ー
キ
ン

グ
＆
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ク
ル
ー
ム
の
整
備
の

ほ
か
、
周
辺
の『
お
食
事
処
マ
ッ
プ
』の
製

作
や
「
七
里
壁
」
の
よ
う
な
街
な
か
の
小

さ
な
露
地
ま
で
楽
し
く
散
策
で
き
る
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
設
し
た
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
に

は
、
朝
市
な
ど

で
購
入
し
た
食

材
で
自
炊
も
可

能
な
キ
ッ
チ
ン

を
完
備
し
た
ほ

か
、
冬
は
、
雪

国
の
暮
ら
し
な

ら
で
は
の
「
お

令和4年
恐竜渓谷かつやまエリア強化

　道の駅の機能を補完する飲食や宿泊ができる
施設を誘致予定 

詳細は
観光庁HP

新設したワーキング＆ミーティ
ングルーム

キッチンを備えたサービスルー
ムを新設

＊勝山市おもてなし宿泊施設活性化促進事業
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あまごの宿
代表　北

きたがわ
川　雅

のりとし
敏さん

コロナ禍だからこそ

前向きにチャレンジ

　コロナ禍で今までのような経
営ができなくなる中、仕事をし
ながら長期滞在を楽しむワー
ケーションを知り、思い切って
取り組むことにしました。
　勝山の自然や観光、他にはな
い料理で勝山の魅力を全国の
方に知ってもらいたいです。

令和６年春
かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）

再整備・管理運営
　全国展開する「星野リゾート」の完全子会社を
中心とした企業グループによる長尾山総合公園
の恐竜リゾート化などを展開予定
※施設の供用開始は令和７年春の予定

も
て
な
し
」
の
一
つ
と
し
て
、
薪
ス
ト
ー

ブ
を
導
入
す
る
な
ど
、
勝
山
で
の
長
期
滞

在
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ま
ご
の
宿
で
は
、
都
会
の
職
場
に
は

な
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
立

地
を
活
か
し
、
四
季
折
々
の
風
景
で
疲
れ

を
癒
し
た
り
、
周
辺
で
登
山
や
釣
り
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
冬
は
雪
な
ど
を
楽
し
め
る

拠
点
と
し
て
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

し
た
ほ
か
、
長
期
滞
在
を
快
適
に
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
洗
面
室
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
繁
忙
期
以
外
で
の
集
客
も
期
待

さ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
に
、
自
慢
の
あ
ま
ご
料
理
に
よ
る

お
も
て
な
し
の
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ロ

グ
や
S
N
S
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
加
え
、
勝

山
で
の
長
期
滞
在
を
楽
し
く
快
適
に
過

ご
す
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
た
両
施
設
の
取
り
組
み
。
そ

こ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
多

く
の
方
が
、
勝
山
に
訪
れ
、
滞
在
を
楽
し

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令和８年春
中部縦貫自動車道県内全線開通

　大野ICから和泉IC（仮称）の間が令和4年度、
和泉IC（仮称）から油坂出入口（仮称）の間が令
和8年春に開通予定

令和６年春
北陸新幹線福井駅・敦賀駅開業

　金沢駅から敦賀駅まで開通予定
（県内停車駅：芦原温泉・福井・越前たけふ・敦賀）

提供：鉄道・運輸機構

客室に整備した
ワークスペース

洗面室を
リニューアル

特集　ワーケーション・期待膨らむ観光振興
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福
徳
岡
ノ
場
の
噴
火

　
2
0
2
1
年
8
月
13
日
～
15
日
に
か

け
て
東
京
の
南
約
1
3
0
0
キ
ロ
に
あ

る
海
底
火
山
、
福
徳
岡
ノ
場
が
噴
火
を

し
ま
し
た
。
噴
煙
は
最
大
で
1
万

6
0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
ま
で

上
昇
し
、
明
治
以
降
に
発
生
し
た
日
本

列
島
に
お
け
る
噴
火
の
中
で
は
最
大
級

の
噴
火
で
、
1
9
1
4
年
の
桜
島
火
山

大
正
噴
火
に
次
ぐ
規
模
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
こ
の
場
所
は
、
も
と
も
と
の
水
深
が

30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
し
た
が
、
噴
火
に

伴
っ
て
噴
出
物
が
火
口
の
周
り
に
厚
く

堆
積
し
、
新
し
い
島
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
噴
出
し
た
多
量
の
軽
石
が

海
面
を
広
く
覆
い
ま
し
た
。

ス
カ
ス
カ
の
軽
石

　

軽
石
は
マ
グ
マ
が
急
冷
さ
れ
て
固

ま
っ
た
も
の
で
す
。
地
下
の
マ
グ
マ
に

は
大
量
の
ガ
ス
が
溶
け
込
ん
で
い
ま
す

が
、
噴
火
に
伴
っ
て
、
マ
グ
マ
か
ら
ほ

と
ん
ど
の
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
よ
う
な
爆
発
的
な
噴
火
で
は
、

振
っ
た
炭
酸
飲
料
の
フ
タ
を
一
気
に
開

け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
マ
グ
マ
に
含

ま
れ
た
ガ
ス
が
膨
張
し
な
が
ら
一
気
に

空
気
中
に
飛
び
出
し
ま
す
。
す
る
と
、

ガ
ス
の
部
分
が
穴
と
な
っ
て
固
ま
っ
た

ス
カ
ス
カ
の
軽
石
と
な
り
ま
す
。
こ
う

し
て
で
き
た
軽
石
の
穴
は
内
部
で
複
雑

に
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
簡
単
に
水

が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
水
に
浮

か
び
ま
す
（
長
い
時
間
を
か
け
て
穴
の

中
に
水
が
し
み
こ
ん
で
し
ま
え
ば
沈
み

ま
す
）。

　
海
面
を
埋
め
尽
く
し
た
軽
石
（
軽
石

ラ
フ
ト
）
は
、
海
流
に
よ
っ
て
西
へ
と

移
動
し
10
月
に
は
北
大
東
島
・
南
大
東

島
、
奄
美
諸
島
群
喜
界
島
、
奄
美
大
島
、

沖
縄
本
島
な
ど
へ
次
々
と
漂
着
し
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
火
山
か
ら
噴
出
し
て
沖
縄

へ
と
流
れ
着
い
た
軽
石
が
、
知
人
の

手
を
経
由
し
て
、
勝
山
市
役
所
の
ジ

オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
に
一
つ
た

ど
り
着
き
ま
し
た
（
今
の
と
こ
ろ
勝
山

唯
一
か
⁉
）。
触
っ
て
み
た
い
方
は
ぜ

ひ
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

町
まち

　澄
すみあき

秋福徳岡ノ場から噴出した
マグマのかけら

ジオパークまちづくり課
主査（学芸員）

ガンガンいこうぜ！ 勝山ちおこ
そ
ば
殻
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で

地
域
お
こ
し

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
赴
任
し
て

1
年
半
、「
世
界
で
最
も
ク
リ
ー
ン

な
街
」
世
界
第
9
位
の
勝
山
の
美
し

い
景
色
や
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、「
気

候
変
動
の
解
決
×
地
域
お
こ
し
」
を

軸
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
8
月
、
国
連
の
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
I
P
C
C
）
は
、「
人
間
の
影
響
が

大
気
、
海
洋
及
び
陸
域
を
温
暖
化
さ

せ
て
き
た
こ
と
に
は
疑
う
余
地
が
な

い
。
大
気
、
海
洋
、
雪
氷
圏
及
び
生

物
圏
に
お
い
て
、
広
範
囲
か
つ
急
速

な
変
化
が
現
れ
て
い
る
」
と
強
い
調

子
で
、
従
来
よ
り
踏
み
込
ん
で
断
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
今
ま
で
に
な
く
、

温
暖
化
の
も
た
ら
す
壊
滅
的
な
打
撃

を
明
確
に
断
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
買
い
物
は
投
票
だ
」と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
が
こ
れ
ま
で
に
選
ん
で
き
た

も
の
が
今
の
世
界
を
作
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
後
は
一
人
ひ
と
り
が

選
択
を
見
直
し
、
自
分
に
矢
印
を
向

け
る
こ
と
で
全
く
違
う
世
界
に
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
自
分

や
自
分
の
大
切
な
人
の
平
和
と
未
来

を
守
る
こ
と
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
現
状
を

知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
主
に
企
業

向
け
に
講
演
活
動
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料

理
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
は
お
蕎
麦
が
大
好
き
な

の
で
す
が
、
今
最
も
注
力
し
て
い
る

の
は
そ
ば
殻
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

（
＊
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
蕎
麦
が
お
い
し
い
県
№
１
の
福

井
県
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
環
境
に
や
さ
し
い
勝
山
雪
室
蕎

麦
」
を
広
め
る
こ
と
と
、
有
限
で
あ

る
地
球
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
気
候
変
動
の
解
決
×
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

＊
廃
棄
物
や
不
要
に
な
っ
た
も
の
に

手
を
加
え
て
、
価
値
を
高
め
る
こ
と

❸

地域おこし協力隊
中
なかしま
島　麻

ま い
衣さん（38）
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平泉寺小学校が受賞報告
■12月9日　市役所

　池ケ原湿原の環境保全に取り組む平泉寺小学校が
グッドライフアワード環境大臣優秀賞およびESD大賞
小学校賞を受賞し、市長に喜びの報告を行いました。

共生社会実現へ モザイクアートを披露
■12月21日　勝山サンプラザ

　市内の小学4年生と障がいのある方が描いた約
700点の塗り絵を勝山高校の生徒が組み合わせた大
きな魚のモザイクアートの除幕式が行われました。

　市の環境保全事業に役立ててほしいと、越前信
用金庫から70万円をご寄附いただきました。

ご寄附　ありがとうございました

　福井県農業協同組合から市内全小中学校の児童
生徒1,511人に対し、福井県産米「いちほまれ」をご
寄贈いただきました。

おめでとう　山口茜選手が世界選手権で初優勝
　12月にスペインで開催されたバドミントンの世
界選手権において、勝山市出身の山口茜選手が初
優勝を飾りました。世界選手権での優勝は、日本
人二人目となる快挙になります。
　山口選手は、1月7日に勝山市役所を訪れ、優勝
報告を行いました。報告のなかで「いつも応援して
くださる多くの市民の皆様に喜んでもらえるよう、
これからもがんばります」と語りました。今後の山
口選手のさらなる活躍を期待しています。
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

申
告
の
進
め
方

　

国
税
庁
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
、「
作
成
開
始
」
を

タ
ッ
プ
し
ま
す
。
申
告
内
容
に
関
す
る

質
問
に「
は
い
」「
い
い
え
」で
答
え
、
提

出
方
法
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
、

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
、
書
面
）
を

選
択
し
ま
す
。

　

利
用
規
約
に
同
意
し
、「
次
へ
」
を

タ
ッ
プ
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り

ま
た
は
利
用
者
識
別
番
号
を
入
力
し
ま

す
。

　

源
泉
徴
収
票
や
控
除
の
内
容
を
入
力

し
、
本
人
情
報
を
入
力
し
ま
す
。
最
後

に
申
告
デ
ー
タ
を
送
信
し
、「
確
定
申

告
書
デ
ー
タ
を
正
常
に
受
け
付
け
ま
し

た
」と
な
れ
ば
完
了
で
す
。

申
告
方
法
の
種
類

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の

ス
マ
ホ
で
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
を

行
い
、
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
を
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
り
、
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
、
医
療
費
（
令

和
3
年
9
月
診
療
分
以
降
）、
対
応

し
て
い
る
自
治
体
の
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
の
金
額
を
自
動
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
※
自
動
取

得
す
る
た
め
に
は
、
事
前
設
定
が
必

要
と
な
り
ま
す

　
そ
の
他「
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」も

あ
り
ま
す
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
ま
で
の
暫
定
的
な
対
応
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
申
告
を
お
勧
め

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

に
は
1
か
月
程
度
期
間
を
要
す
た
め
、
早

め
の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
e
‐
T
a
x
（
電

子
申
告
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
是
非

手
軽
で
時
間
の
有
効
活
用
が
で
き
る
ス

マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
申

告
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
マ
ホ
で
の
申
告
が
可
能
な
方
や
利

用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

確
定
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す（
2
月
16
日
㈬
～
3
月
15
日
㈫
）

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
８
１
０
１

申
告
が
で
き
る
方

　
所
得
の
種
類

給
与
所
得（
2
か
所
以
上
も
可
）、
年

金
所
得
、
雑
所
得
、
一
時
所
得
、
特

定
口
座
年
間
取
引
報
告
書
（
上
場
株

式
等
の
譲
渡
所
得
等
・
配
当
所
得

等
）、
上
場
株
式
等
の
譲
渡
損
失
額

（
前
年
繰
越
分
）
が
対
応
し
て
い
ま

す
。

　
控
除
の
種
類

社
会
保
険
料
控
除
、
小
規
模
企
業
共

済
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震

保
険
料
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
医
療

費
控
除
、雑
損
控
除
、災
害
減
免
額
、

外
国
税
額
控
除
、
予
定
納
税
額
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

申
告
の
時
に
用
意
す
る
も
の

・
源
泉
徴
収
票

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
控
除
額
の
入
力
用
の
控
除
証
明
書

・
領
収
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

簡
単
！
「
ス
マ
ホ
＋
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」で
確
定
申
告

国税庁確定申告
特集ページ

確定申告書等
作成コーナー

iOS用

Android用

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
こ
ち
ら
か
ら

ス
マ
ホ
で
の
確
定
申
告
は
こ
ち
ら
か
ら

広報かつやま1月号 №806 広報かつやま1月号 №806 　　　　 12 12



市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

確
定
申
告
を
す
る
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

税
務
署
で
申
告
が
必
要
な
方

①
青
色
申
告
を
す
る

②
営
業
所
得
が
あ
る

③ 

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・
配
当

所
得
な
ど
が
あ
る

④
山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
る

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

⑦
過
年
度
の
申
告
を
す
る

⑧
損
失
の
繰
越
控
除
が
あ
る

⑨
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
申
告
を
す
る

　

大
野
税
務
署
で
は
会
場
内
の
混
雑
を

回
避
す
る
た
め
、
会
場
内
へ
の
入
場
の
際

に「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
会
場
で
当
日
分
を
配
布

す
る
ほ
か
、
国
税
庁
の
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
布

枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
各
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
、
入
場
者
の
制
限

な
ど
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

入場整理券の
オンライン事前
発行はこちら

　

上
記
以
外
の
方
は
、
勝
山
市
会
場
で

も
申
告
で
き
ま
す
。
申
告
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
所
得
証
明
書
の
交
付
や
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
に
影
響
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

勝山市会場（教育会館3階）

受付時間▶ 午 前8時30分 ～ 11時
30分、午後1時～ 3時
30分

問市民・税務課　☎88-8101

申告内容 必要なもの

すべての申告

年金および給与の源泉徴収票、マ
イナンバーカード（または通知
カードと本人確認書類＊1）、扶養親
族がいればそのマイナンバー、あ
れば前年度の申告書の写し

所得税の還付 申告者名義預貯金の金融機関や口
座などがわかるもの

生命・地震保険料控除 支払保険料控除証明書

国民年金保険料控除 控除証明書または領収書

障害者控除 障害者手帳、障害者控除対象者認
定証

営業・農業・不動
産所得の申告

収支内訳書、農業所得収支計算準
備表、収入・経費がわかる領収書

医療費控除（セルフ
メディケーション
税制）

医療費通知書、領収書
※ 受診者・病院別ごとに金額を集

計し、医療費控除の明細書に記
入しておいてください

国民健康保険税の
社会保険料控除＊2

令和３年中に納めた合計額（領収
書の添付は不要）

出張受付日時 場所
2月16日㈬ 午後1時30分～

3時30分
北谷町コミュニ
ティセンター

2月17日㈭
午前9時～ 11時 平泉寺公民館

午後1時30分～
3時30分 猪野瀬公民館

2月18日㈮
午前9時～ 11時 遅羽公民館

午後1時30分～
3時30分 鹿谷公民館

2月21日㈪
午前9時～ 11時 荒土公民館

午後1時30分～
3時30分 北郷公民館

2月22日㈫
午前9時～ 11時 野向公民館

午後1時30分～
3時30分 村岡公民館

＊１　 運転免許証、障害者手帳、パスポートなどは１点、
健康保険証などの顔写真の無いものは２点必要

＊２　申告できる方は下表のとおり
納付方法 申告できる方

納付書 支払った方
口座振替 当該口座名義人
特別徴収（年金引去り） 当該年金受給者

期間▶1月13日㈭～ 3月15日㈫
　所得税および復興特別所得税、消費税およ
び地方消費税、贈与税の確定申告に関するご
質問やご相談にお答えします。自動音声案内
に従い「0」を選択してください。

確定申告コールセンター
☎６６－２１８０（大野税務署）

大野税務署会場

受付時間▶ 午前９時～午後４時

問大野税務署　☎66-2180

休日相談は3月6日㈰
受付時間▶午前9時～ 11時30分
　　　　　午後1時～ 3時30分

「土地・建物などを売った場合の
譲渡所得」および「贈与税」の相談日
2月17日㈭・18日㈮・24日㈭・
25日 ㈮、3月3日 ㈭・4日 ㈮・
10日㈭・11日㈮・15日㈫
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

「
令
和
３
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が

送
付
さ
れ
ま
す

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2ねんきんネット

はこちら

※ 

電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場
合
は
、
送
付

ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
お
急

ぎ
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

市
役
所
で
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
源
泉
徴
収
票
の

内
容
が
確
認
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
画
面
上
か
ら
、

源
泉
徴
収
票
の
内
容
の
確
認
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
通
知
書
の
原
本
が
必
要
な
場

合
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」か
ら
再
交
付

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
の
源
泉
徴
収

票
の
内
容
の
確
認
、
再
交
付
申
請
は
、

令
和
４
年
１
月
6
日
か
ら
可
能
に
な

り
ま
す

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
中
に
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
方
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
。
令
和
３
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
と
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所
得

税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
の
送
付
時
期

　

１
月
中
旬
～
２
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
順
次
発
送

※ 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得
税
の

課
税
対
象
で
は
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
に
つ
い
て

　

電
話
（
０
７
７
６
ー
23
ー
４
５
１
８　

自
動
音
声
①
→
②
）で
申
請
で
き
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
用
意
の
う
え
、
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す問

市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

　

令
和
３
年
10
月
20
日
か
ら
、
準
備
が

整
っ
た
医
療
機
関
や
薬
局
か
ら
順
次
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
従
来
の
健
康
保
険
証
も
こ
れ
ま

で
通
り
使
え
ま
す
。

　

市
民
・
税
務
課
で
は
申
込
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
セ
ブ
ン
銀
行

A
T
M
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
設
置
さ

れ
た
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で

も
申
込
が
で
き
ま
す
。

健
康
保
険
証
利
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

○
よ
り
良
い
医
療
が
可
能
に

　

本
人
の
同
意
の
も
と
、
特
定
健
診
や

今
ま
で
に
使
っ
た
薬
の
情
報
を
医
師
等

と
共
有
で
き
、
よ
り
適
切
な
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
証
と
し
て
ず
っ
と
使
え
る

　

就
職
や
転
職
、
引
越
し
し
て
も
、
健

康
保
険
証
の
発
行
を
待
た
ず
に
、
保
険

者
で
の
手
続
き
が
完
了
次
第
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
で
き
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
退
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
市
役
所
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

○ 

手
続
き
な
し
で
限
度
額
を
超
え
る
一

時
的
な
支
払
が
不
要
に

　

事
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
申

請
し
な
く
て
も
、
高
額
療
養
費
制
度
に
お

け
る
限
度
額
を
超
え
る
支
払
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

利
用
す
る
た
め
に
は
事
前
申
込
が
必
要

　

申
込
は
ご
自
身
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
で
き
ま
す
。

① 

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」へ
ア
ク
セ
ス

② 
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ペ
ー
ジ
で
健
康

保
険
証
利
用
に
つ
い
て
同
意
す
る

③ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
る

（
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し
た
数
字
4

桁
の
暗
証
番
号
を
入
力
）

福井勝山総合病院に設置され
たカードリーダー。カードを
かざすと、最新の健康保険の
資格が確認できます。
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

見
直
し
ま
し
ょ
う　
薬
と
の
付
き
合
い
方

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2 

①
重
複
・
多
剤
服
薬
に
は
ご
注
意

　
薬
の
重
複
服
薬（
＊1
）・
多
剤
服
薬（
＊2
）

は
、
体
へ
の
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
費

の
増
加
な
ど
の
問
題
に
繋
が
り
ま
す
。
適

正
に
服
薬
し
て
い
る
か
一
度
、
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
薬
局
を

持
ち
、
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
情
報
を
把

握
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

＊1 

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る

場
合
に
、
同
じ
効
能
の
薬
が
重
複
し
て

処
方
さ
れ
、
そ
れ
を
服
用
す
る
こ
と
で

す
。
処
方
薬
は
効
き
目
が
強
い
た
め
、

体
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
逆
に
体
の

不
調
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊2 

多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に
、

副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬

が
飲
め
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状

態
を
い
い
ま
す
。
単
に
服
用
す
る
薬
の

数
が
多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
は
、
新
薬
に
比
べ
て
同
様
の
有
効
成

分
、
効
能
・
効
果
を
持
ち
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
こ
と
で
自

己
負
担
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
医
療
費
節

約
で
医
療
保
険
制
度
の
安
定
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③ 
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
自
主
服
薬
）で
医
療
費
節
約

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、
軽

度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す

る
」
こ
と
で
す
。
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
で
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
対
象
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
世

帯
で
の
年
間
購
入
額
が
1
万
2
0
0
0

円
を
超
え
た
場
合
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の
特

例
）
で
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
１
１
１
３ 

　

令
和
４
年
4
月
に
採
用
予
定
の
会
計

年
度
任
用
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

受
付
期
間
▼ 

1
月
13
日
㈭
～
1
月
31
日

㈪（
必
着
）

試
験
日
程
▼
２
月
6
日
㈰

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試
験
内
容
▼ 

作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
書

類
選
考

申
込
方
法
▼ 

試
験
申
込
書
と
自
己
紹
介

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
人
事
職
員
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

合
格
発
表
▼
2
月
下
旬

募集内容の
詳細はこちら

職 種 業 務 内 容 採用人数 受 験 資 格

事務職 まちづくり会館（仮称）事務
職員（現 公民館主事） 6人程度 普通自動車運転免許（AT限定可）

児童関係職
児童厚生員

1人程度
保育士・教諭・社会福祉士の有資格者など

児童厚生員補 問わない

資格職
保育士 2人程度 保育士の有資格者

介護支援専門員・保健師 1人程度 介護支援専門員・保健師の有資格者

技能労務職
教育会館管理員 1人程度 問わない

学校等施設員 2人程度 普通自動車運転免許（AT限定可）

会計年度任用職員募集一覧
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

12
月
定
例
市
議
会　
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０   

　
令
和
３
年
12
月
定
例
市
議
会
が
11
月
26

日
～
12
月
16
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。水
上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

令
和
4
年
度
に
実
施
す
る
機
構
改
革
に
伴

う
公
民
館
の（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
会
館
へ

の
移
行
に
つ
い
て
、
公
民
館
が
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
交
流
、
防
災
な
ど
の
拠
点
と
し

て
新
た
な
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

で
、
地
域
に
と
っ
て
よ
り
利
活
用
し
や
す

い
も
の
に
す
る
と
延
べ
ま
し
た
。

招集あいさつ
全文はこちら

決
ま
っ
た
内
容

補
正
予
算

　
主
な
内
容
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
の
給
付
、
林
業
者
健
康
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
外
壁
・
屋
根
の

防
水
工
事
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
3
回
目
接
種
体
制
の
確
保
な
ど
を

計
上
し
、
一
般
会
計
の
総
額
は
１
２
４
億

９
７
０
４
万
９
千
円
（
２
億
６
１
２
３
万

６
千
円
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
お

よ
び
１
件
の
企
業
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

・ 

勝
山
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権

限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・
勝
山
市
行
政
組
織
条
例

・
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

・
勝
山
市
行
政
財
産
使
用
条
例

そ
の
他

　

市
道
路
線
の
認
定
と
大
蓮
寺
バ
イ
パ

ス
幹
線
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
が

可
決
、
令
和
2
年
度
勝
山
市
歳
入
歳
出
決

算（
継
続
審
査
案
件
）が
認
定
、
令
和
2
年

度
勝
山
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

及
び
決
算
（
継
続
審
査
案
件
）
が
可
決
な

ら
び
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
は
た
や
記
念
館「
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
」

・
勝
山
市
ジ
オ
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
勝
山
市
道
の
駅「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」

・ 

勝
山
市
立
野
向
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

そ
の
ほ
か
、
意
見
書
案
の
１
件
が
可

決
、
陳
情
の
１
件
が
趣
旨
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

バ
ス
路
線
を
ス
マ
ホ
で
検
索

問
環
境
政
策
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

バ
ス
経
路
を
か
ん
た
ん
検
索

　
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
観
光
バ

ス
の
運
行
状
況
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
の
「
G
o
o
g
l
e　
マ
ッ
プ
」
や

「
N
A
V
I
T
I
M
E
」で
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ア
プ
リ
を
使
っ
て
目
的
地
ま
で
経
路

を
検
索
を
す
れ
ば
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
の

乗
車
時
刻
や
目
的
地
ま
で
の
運
賃
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
や
京

福
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て
も
検

索
で
き
ま
す
。

　
お
買
い
物
や
お
出
か
け
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

12月定例会
審議結果はこちら

12月定例会
一般質問動画はこちら
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

市
職
員
な
ど
の
給
与
を
公
表　
人
件
費
の
状
況

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
１
１
１
３ 

　

令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
の
市
の
三

役
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
給
料
・
手

当
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

人件費の決算状況 （令和2年度決算・普通会計）
歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 令和元年度人件費率

15,795,485千円 2,364,728千円 15.0％ 17.4％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含みます
職員給与費の状況 （令和3年度・普通会計）

職員数(A)
給 与 費 1人あたり

給与費(B/A)給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

233人
千円

919,365
千円

165,061
千円

371,004
千円

1,455,430
千円

6,246

（注）職員手当には退職手当を含みません

部門別職員数の状況 （各年の4.1現在）
区分

部門
職　員　数（人） 対前年増減数（人）

R1 R2 R3 R1 R2 R3

一
般

議 会 4 4 4 0 0 0
総 務 44 45 42 0 1 △3
税 務 12 11 9 △2 △1 △2
農 水 16 16 16 1 0 0
商 工 14 15 14 0 1 △1
土 木 19 23 22 △2 4 △1
小 計 109 114 107 △3 5 △7

福
祉

民 生 29 28 26 1 △1 △2
衛 生 12 13 15 0 1 2
小 計 41 41 41 1 0 0

一 般 行 政 計 150 155 148 △2 5 △7

特
別

行
政

教 育 51 44 44 △15 △7 0
消 防 39 39 38 0 0 △1
小 計 90 83 82 △15 △7 △1

公
営
企
業
等

上 水 道 7 6 6 2 △1 0
下 水 道 6 4 4 △1 △2 0
そ の 他 15 16 15 0 1 △1
小 計 28 26 25 1 △2 △1

総 合 計 268 264 255 △16 △4 △9

職員手当の状況 （令和3年度）
区 分 主 な 内 容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

 6月期 12月期 計
 1.275月分 1.275月分 2.55月分
 0.95月分 0.95月分 1.9月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 26.3655月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

（国の最高　47.709月分）
1人あたりの平均支給額　20,480千円（令和2年度）

特 殊 勤 務
手 当

①用地交渉業務従事手当②動物死体汚
物処理業務従事手当③感染症防疫業務
従事手当④徴収事務従事手当⑤消防署
勤務手当

扶 養 手 当

○配偶者　6,500円　子　10,000円
　父母等　6,500円

（扶養親族のうち満16歳から22歳まで
の子１人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家27,000円までの場合、16,000円
を引いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合　55,000円まで
自家用車の場合　2,000円～ 31,600円

時 間 外
勤 勉 手 当

支給総額　60,533千円（令和２年度）
1人あたりの年額259千円

等級別職員数の状況
区分 代 表 的

な 職 名 職員数 構成比

１級 主 事 
技 師 9 3.5% 

２級 主 事 
技 師 26 10.2%

３級 主 査 92 36.1%  

４級 係 長 58 22.7%

（R3.4.1現在）職員数255人

区分 代 表 的
な 職 名 職員数 構成比

５級 課長補佐 30 11.8%

６級 課 長 16 6.3%

７級 政策幹等 5 2.0%
技能
労務
職員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

19 7.4% 

特別職の給料、報酬等の状況 （R3.12.1現在）
市　長　850,000円 議　長　440,000円
副市長　710,000円 副議長　370,000円
教育長　605,000円 議　員　350,000円
期末手当　6月期 1.675月分 12月期 1.675月分

国と比較した平均給料月額 （R3.4.1現在）

区 分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢

勝山市 322,355円 43.4 316,453円 56.8

国 325,827円 43.0 286,947円 50.9

国と比較した初任給 （R3.4.1現在） 単位:円

区 分 高校卒
初任給

高校卒
2年 目

大学卒
初任給

大学卒
2年 目

勝山市 150,600 154,900 171,700 182,200

国 150,600 154,900 182,200 188,700

職員の経験年数平均給料
（一般行政職（大学卒）） （R3.4.1現在）

7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

230,800円 259,527円 313,261円
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

対
象

・ 

保
護
者
が
勝
山
市
内
に
住
む
人
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
方
、

ま
た
は
、
経
済
的
理
由
で
学
業
の
継
続

が
困
難
な
方

・
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

所
得
制
限

　
父
と
母
双
方
の
収
入
、
又
は
こ
れ
に
代

わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る
者
の
収
入

金
額
が
対
象（
表
Ⅰ
）

※ 

表
Ⅰ
は
あ
く
ま
で
目
安
で
、
世
帯
状
況

に
応
じ
て
控
除
額
は
異
な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
書
類

① 

市
育
英
資
金
貸
与
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
学
校
長
に
よ
る
調
査
書

③ 

令
和
３
年
度
（
令
和
２
年
度
分
）
所
得

証
明
書
（
家
族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員

分
）

④ 

令
和
３
年
度
の
納
税
証
明
書
（
世
帯
全

員
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
原
則
、
保
護
者
１
人

と
市
内
在
住
で
所
得
の
あ
る
方
１
人

の
２
人
必
要
と
な
り
ま
す

令
和
４
年
度
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

問
教
育
総
務
課（
教
育
会
館
２
階
）☎
88
‐
８
１
１
１ 

※ 

③
④
は
、
市
担
当
者
が
原
簿
閲
覧
す

る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
こ
と
で
省
略

で
き
ま
す

返
済
方
法

12
年
以
内
の
返
済（
無
利
子
）

受
付
期
間

１
月
17
日
㈪
～
３
月
17
日
㈭

そ
の
他

貸
与
者
は
４
月
頃
に
教
育
委
員
会
に
て

決
定

表Ⅱ　貸与区分・貸与金額（例）

進学先 貸与月額 入学時特別
増額貸与金国公立 私立

高等・専修学校
の高校課程

1万
5千円

1万
5千円

大学
（専修学校の

専門課程・
短期大学）

自宅 3万円 4万円
20万円

希望者のみ
自宅外 4万円 5万円

貸与総額＝貸与月額×12月×修業年数+入学時特別増額貸与
金

勝
山
市
育
英
資
金
奨
学
金

返
還
減
免
制
度

対
象

（
次
の
３
要
件
全
て
を
満
た
す
方
）

①
当
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
た
方

② 

大
学
等
を
卒
業
後
４
年
以
内
（
医
師
は

６
年
以
内
）の
方

③ 

返
還
減
免
申
請
日
に
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
継
続
し
て
３
年
以
上
居
住
す
る

意
思
を
有
す
る
方

※ 「
勝
山
市
医
療
、
介
護
及
び
障
が
い
福

祉
人
材
緊
急
確
保
奨
励
金
」・「
勝
山
市

移
住
定
住
促
進
教
育
資
金
利
子
補
給

金
」
と
の
併
用
不
可
。
償
還
を
滞
納
し

て
い
な
い
な
ど
の
要
件
あ
り

返
還
減
免
額

　
当
該
年
度
の
返
還
額
の
１
／
４
（
市
内

医
療
機
関
の
看
護
師
･
准
看
護
師
、
市
内

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
ま
た
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
事
業
所
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
従

事
者
と
し
て
就
職
し
た
方
は
１
／
２
を
、

市
内
医
療
機
関
の
医
師
と
し
て
就
業
し

た
方
は
全
額
減
免
す
る
）

減
免
期
間

　
申
請
年
度
～
完
納

※ 

対
象
要
件
満
た
す
方
で
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す

表Ⅰ　収入・所得の目安

区分 家族構成（例） 給与収入 給与以外

3人世帯 父母・本人 1009万円
以下

601万円
以下

4人世帯 父母・本人・
中学生1人

1100万円
以下

692万円
以下

5人世帯
父母・本人・
中学生1人・
小学生1人

1300万円
以下

892万円
以下

※あくまで目安であり世帯状況によって異なります

表Ⅲ　割賦金の年額（貸与金額を分割し1年ごとに下記の年額で返済）

貸与を受けた奨学金の額 割賦金
の年額

償還年数
（目安）

40万円以下 5万円 ～ 8年
40万円を超え70万円以下 7万円 7 ～ 8年
40万円を超え100万円以下 10万円 8 ～ 10年
100万円を超え150万円以下 15万円 8 ～ 10年
150万円を超え250万円以下 20万円 9 ～ 12年

250万円を超えるもの 30万円 10 ～ 11年
※上記以外の返済方法を希望される方はご相談ください
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
楽
し
さ
を

皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

丁
寧
な
取
材
を
心
が
け
、
分
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
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団員募集とお知らせ
勝山ウインドアンサンブルは団員を募集しています。

2022 年 1月末より活動を再開します。

楽器をお持ちの方、 吹奏楽をしませんか？

詳しくは　団長　田中　一　まで
☎090-9449-8906

尚、 勝山ウインドアンサンブルは 2022年 4月より、
ダイノアンサンブルに改名する予定です。

お知らせ　案内

令和4年　勝山市成人式
時 3月20日㈰午後1時～（受付は
正午～）所 ジオアリーナ内 式典の
み締 2月6日㈰申 案内状（1月13日
発送）に記載のQRコードよりご回
答ください
※案内状に同封する「新型コロナ
ウイルス感染症対策」を必ずお読
みください
※市外に住所のある方で出席を希
望される方は、1月31日㈪までに
担当課までご連絡ください
◆新成人の声を募集します
　20歳を迎えての決意、目標、家
族や友人への感謝などを500字以
内で募集します。（川柳、俳句、
詩もOK、優秀作品には表彰、賞
品あり）締 2月6日㈰申 案内状に記
載のQRコードよりご応募くださ
い

問 生涯学習・スポーツ課（教育会館
２階）　☎88-8114

地球にやさしい木工教室 
「木箱づくり」
時 2月5日㈯午前9時30分～（2時
間程度）所 平泉寺公民館内 県産材
を使った木箱づくり（希望者には
ニス塗りとマクラメ編みの取っ手
を付けます）講 福井県奥越農林総
合事務所定 10人費 無料締 2月1日
㈫※小学生以下は保護者同伴
申・問 平泉寺公民館　☎88-0866
　　 遅羽公民館　☎88-0364

上級救命講習
時 2月6日㈰午前8時30分～ 所 福
井市木ごころ文化ホール（福井市
美山町2-8）定 30人（先着順）対 市
内に在住および通勤・通学する中
学生以上の方
申・問 消防署　☎88-0400

アンチエイジング講座
時 1月25日㈫～ 3月29日㈫の毎週
火曜日（全10回）午前10時30分～
11時30分所 すこやか対 65歳以上
の市民講 ㈲パワーリンク（運動指
導士）定 15人費 1,000円
申・問 健康長寿課　☎87-0900

体育施設利用団体の登録
　令和4年度に市内体育施設を20
回以上定期的に利用する団体は登
録することができます。（利用料
の割引あり）
対 構成員が5人以上（半数以上が勝
山市民）、20歳以上の監督者が含
まれている団体※代表者の方は、
4月に開催予定の「利用者説明会」
に必ず出席すること
申 体育施設利用登録申請書を担当
課へ提出締 1月31日㈪
申・問 生涯学習・スポーツ課（ジオ
アリーナ）　☎88-8127
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住所：勝山市元町１丁目9-21-3 TEL：０７７９－８７－２６１３

　営業時間：１０:００～１９:００ 定休日：第1,3月曜日,第2,4,5日曜日

ボンタマキ

はじめてのお買上で
エクサージュ シマー
シェイクミスト(15ml）
プレゼント！

建設会社で地域の
  未来を造る。

未経験でも歓迎！！

人口の動き（前月比）　※12月末現在
総人口 22,144人（－56） 世帯数 7,869世帯
男性 10,608人（－20） 出生 6人 死亡 32人
女性 11,536人（－36） 転入 16人 転出 46人

12月の交通事故（前年比）
事故 38件（－3）
死者 0人（－5）

負傷者 16人（＋2）

1月の納税
市・県民税、国民健康保険税（4期）

納期限 1月31日㈪
口座振替 1月26日㈬

令和４年度の広告受付開始日
と　き▶2月24日㈭から

広報かつやまに広告を
載せませんか？
お申し込みは総務課まで


